広島を去る浅井基文さんを招いて
第２１回　ヒロシマ基礎講座　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　日本ジャーナリスト会議広島支部（ＪＣＪ広島）

広島市立大広島平和研究所の浅井基文所長がこの春、広島から東京に移られます。６年間の広島滞在中、平和の問題や広島の平和思想などについて厳しく示唆に富む発言をされ、広島は今何をすべきか、について具体的な提案もされてきました。去られるにあたり、私たちは浅井さんから「広島に残す言葉」をぜひ承りたく、ヒロシマ講座の講師にお招きすることにしました。この企画に、長崎からも呼応していただき、長崎原爆被災者協議会の山田拓民事務局長も駆けつけてくださいます。元広島市長の平岡敬さん、広島大学名誉教授の舟橋喜恵さんも発言者やコーディネーターとして協力してくださいます。会場には広島の両被団協からも参加いただきます。「広島は今、何をすべきなのか」―。刺激的で、大いに勇気づけられる講座になるものと期待します。
■と　き　　３月１２日（土）午後２時から５時
■ところ　　広島市中区地域福祉センター５階大会議室１と２（８０人収容）
　　　　　　（中区大手町４－１－１の平和ビル＝℡２４９－３１１４）
　　　　　　　◆案内板には「広島県被団協　学習講演会」と出ています◆
· 第１部（２時～３時半）

　　　　　　　浅井基文さん「広島への『挑発的』問題提起」（３０分）

　　　　　　　山田拓民さん「長崎から連帯する」（３０分）

　　　　　　　平岡　敬さん「広島がいま考えるべきこと」（２０分）

　　 第２部（３時半～５時）

　　　　　　１部を受け、会場全体で討論。コーディネーターは舟橋喜恵さん。
　
■参加費　　　　５００円（資料代含む）※学生は無料
■問い合わせ　　ＪＣＪ広島　羽原（携帯　０９０－８３３２－５２２２）
　　　　　　　　　　　　　　難波（携帯　０９０－４６５０－１２０８）
　　　　　　　　　講座修了後、近くの店で交流会を予定しています。
希望者は当日の受付の際、申し込んでください。
